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◇
瑞
宝
双
光
章

　

菊
池　
壽
太
郎
さ
ん

（
諸
沢　
教
育
に
功
労
）

　

大
宮
町
立
上
野
小

学
校
、
山
方
町
立
山

方
中
学
校
長
を
歴
任

し
教
育
一
筋
に
歩
ま

れ
、
退
職
後
も
区
長

会
長
、
山
方
町
教
育
委
員
会
委
員
長
と
し

て
、
地
域
社
会
及
び
地
方
教
育
行
政
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

叙
勲
・
褒
章
受
章

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

平
成
20
年
秋
、
21
年
春
の
叙
勲
・
褒
章
に

お
い
て
、
各
分
野
の
功
労
者
と
し
て
受
章

さ
れ
た
14
人
の
方
々
の
栄
誉
を
た
た
え
る
た

め
、「
叙
勲
褒
章
受
章
祝
賀
会
」
が
、
７
月

１
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
ロ
ゼ
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

（
発
令
順
）

◇
瑞
宝
双
光
章

　

石
川　
森
雄
さ
ん

　
（
千
田　
防
衛
に
功
労
）

　

昭
和
38
年
に
陸
上

自
衛
隊
に
入
隊
後
、

１
等
陸
尉
と
し
て
退

職
さ
れ
る
ま
で
誠
実

に
職
務
を
遂
行
し
、

宇
都
宮
駐
屯
地
業
務
隊
に
お
い
て
は
、
管

理
科
輸
送
班
長
と
し
て
安
全
か
つ
能
率
的

な
輸
送
業
務
の
遂
行
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
単
光
章

　

飯
嶋　
孝
雄
さ
ん

（
下
岩
瀬　
警
察
に
功
労
）

　

警
察
官
と
し
て
県

警
察
本
部
及
び
各
警

察
署
に
勤
務
し
、
社

会
の
治
安
維
持
に
尽

力
さ
れ
る
と
と
も

に
、交
通
パ
ト
ロ
ー
ル
や
違
反
者
の
指
導
・

取
締
り
等
に
努
め
ら
れ
、
公
共
の
安
全
と

交
通
の
秩
序
維
持
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
双
光
章

　
岡
﨑　
　
良　
さ
ん

（
石
沢　
社
会
福
祉
に
功
労
）

　

保
護
司
と
し
て
現

在
に
至
る
ま
で
、
保

護
観
察
対
象
者
を
真

摯
な
対
応
で
更
生
に

導
く
と
と
も
に
、
那

珂
地
区
保
護
司
会
副
会
長
や
茨
城
県
保
護

司
会
監
事
を
務
め
、
保
護
司
会
の
振
興
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
双
光
章

　
廣
木　
義
雄
さ
ん

　
（
盛
金　
教
育
に
功
労
）

　

山
方
町
立
久
隆
小

学
校
、
小
貫
小
学
校

長
を
歴
任
し
、
学
力

向
上
を
経
営
理
念
に

持
ち
、
教
育
の
振
興

発
展
に
専
念
さ
れ
、
退
職
後
も
山
方
町
社

会
教
育
委
員
を
務
め
、
地
方
教
育
行
政
の

発
展
と
振
興
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◇
旭
日
双
光
章

　
小
室　
　
勉
さ
ん

（
下
檜
沢　
地
方
自
治
に
功
労
）

　

美
和
村
議
会
議
員

と
し
て
、
農
業
の
振

興
策
を
積
極
的
に
推

進
し
、
郷
土
の
発
展

と
住
民
福
祉
の
向
上

に
献
身
的
に
取
り
組
ま
れ
、
議
会
議
長
等

を
歴
任
し
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

◇
瑞
宝
双
光
章

　
粕
谷　

雄
さ
ん

（
野
口
平　
防
衛
に
功
労
）

　

陸
上
自
衛
隊
に
入

隊
後
、
2
等
陸
尉
と

し
て
退
職
さ
れ
る
ま

で
日
夜
献
身
的
に
職

務
に
精
励
さ
れ
、
施

設
学
校
総
務
課
幹
部
と
し
て
広
範
多
岐
に

わ
た
る
業
務
の
正
確
な
遂
行
に
努
め
、
円

滑
な
隊
務
運
営
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
双
光
章

　
岸　
　
哲
生
さ
ん　
　

　
（
国
長　
防
衛
に
功
労
）

　

陸
上
自
衛
隊
に
入

隊
後
、
2
等
陸
尉
と

し
て
退
職
さ
れ
る
ま

で
常
に
誠
実
に
職
務

に
あ
た
り
、
駐
屯
地

医
務
室
等
部
内
医
療
機
関
の
利
用
促
進
を

図
り
、
診
療
経
費
削
減
に
努
め
、
隊
員
の

健
康
維
持
・
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

▲受章者謝辞を述べる安野氏 ▲受章者を代表して小室氏より善意銀行へ金一封が贈られました。
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◇
旭
日
双
光
章　
　
※
Ｊ
Ｏ
Ｃ
＝
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

　
安
野　
茂
雄
さ
ん

（
北
町　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
労
）

　

県
陸
上
競
技
会
、

（
財
）日
本
陸
上
競
技

連
盟
の
要
職
を
歴
任

し
、
軟
式
野
球
競
技

で
は
Ｊ※
Ｏ
Ｃ
選
手
強

化
本
部
委
員
と
し
て
選
手
の
メ
ダ
ル
獲
得

に
貢
献
さ
れ
、
現
在
も
県
体
育
協
会
副
会

長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
瑞
宝
単
光
章

　
河
西　
誠
さ
ん（

高
部　
消
防
に
功
労
）

　

昭
和
33
年
よ
り
美

和
村
消
防
団
員
と

し
て
活
動
に
精
励
さ

れ
、
消
防
機
械
器
具

の
近
代
化
等
を
推
進

し
、
全
分
団
へ
ポ
ン
プ
車
等
を
配
備
す
る

と
と
も
に
、団
員
の
資
質
向
上
に
も
努
め
、

消
防
体
制
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
単
光
章

　
益
子　
朝
雄
さ
ん

　
（
盛
金　
統
計
調
査
に
功
労
）

　

工
業
統
計
調
査
員

を
拝
命
後
、
国
勢
調

査
等
、
通
算
１
１
６

回
の
調
査
に
従
事

し
、
山
方
町
及
び
常

陸
大
宮
市
の
統
計
調
査
員
協
議
会
理
事
と

し
て
統
計
業
務
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
現

在
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
緑
綬
褒
章

　
瀨
尾　
繁
喜
さ
ん

　
（
山
方　
社
会
奉
仕
に
功
労
）

　

山
方
町
役
場
在
職

中
に
自
発
的
に
始
め

ら
れ
た
、
山
方
地
域

内
の
国
道
・
県
道
等

の
ゴ
ミ
拾
い
を
毎
日

続
け
ら
れ
、
道
路
わ
き
の
花
壇
の
手
入
れ
等

も
継
続
的
に
行
い
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
現
在
も
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
藍
綬
褒
章

　
杉
山　
成
實
さ
ん

（
小
場　
統
計
調
査
に
功
労
）

　

 

農
林
業
セ
ン
サ

ス
調
査
員
を
拝
命
後
、

国
勢
調
査
等
、
通
算

59
回
の
各
種
調
査
に

従
事
し
、
円
滑
で
正

確
な
調
査
に
努
め
ら
れ
、
統
計
調
査
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
、
小
場
区
長
と
し
て
地
域

の
発
展
に
も
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◇
藍
綬
褒
章

　
髙
安　
育
造
さ
ん

　
（
上
大
賀　
統
計
調
査
に
功
労
）

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス

を
は
じ
め
国
勢
調
査

等
各
種
調
査
に
56
年

の
永
き
に
わ
た
り
従

事
し
、
豊
富
な
知
識

に
よ
り
調
査
に
貢
献
し
、
大
宮
町
統
計
調

査
員
協
議
会
理
事
と
し
て
統
計
業
務
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

市
議
会
定
例
会

　

平
成
21
年
度
第
２
回
常
陸
大
宮
市
議
会

定
例
会
が
、
６
月
２
日
か
ら
18
日
ま
で
開

会
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
次

の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可

決
及
び
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
市
長
提
出
議
案

条　
　
　

例

○
常
陸
大
宮
市
収
入
印
紙
等
購
入
基
金
条
例

○
常
陸
大
宮
市
文
化
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
奨
学
資
金
等
貸
与
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
花
立
自
然
公
園
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

平
成
21
年
度
補
正
予
算

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

ほ
か
特
別
会
計
（
２
会
計
）
補
正
予
算

人

事

案

件

敬
称
略

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

寺
門　

延
幸　
（
下
村
田
）

そ　

の　

他

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
坂
本
忠
夫
氏
が
６
月
30
日
付
け
で
常
陸

大
宮
市
教
育
長
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

市
議
会
臨
時
会

　

平
成
21
年
第
３
回
常
陸
大
宮
市
議
会
臨

時
会
が
、
７
月
３
日
に
開
会
さ
れ
、
次
の

議
案
が
審
議
さ
れ
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

人

事

案

件　

　

敬
称
略

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

上
久
保　

洋
一
（
盛
金
）

教
育
長
に
上
久
保
氏

　

上
久
保
洋
一
氏

（
盛
金
在
住
）
が
、

７
月
３
日
付
け
で

常
陸
大
宮
市
教
育

長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

善意をありがとう
《奨学基金へ》

子どもを守る就学協全国協議会
（小口武彦会長）

20,000円

匿　名　
100,000円
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坪
之
内
橋
の
橋
の
銘
板

書
道
コ
ン
ク
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
で
の
活
躍
を
称
え
て

　

５
月
26
日
、
平
成
21
年
度
常
陸
大
宮
市

体
育
協
会
の
総
会
が
市
役
所
で
開
か
れ
、

議
事
に
入
る
前
に
、
功
労
者
等
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
は
、
平
成
20
年
度
に
ス
ポ
ー
ツ
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
選
手
・
団
体
そ
し

て
、
優
秀
な
選
手
の
育
成
に
貢
献
し
た
指

導
者
に
対
し
行
わ
れ
た
も
の
で
、
４
人
の

方
に
賞
状
と
盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
で
の
活
躍
を
称
え
て

坪
之
内
橋
の
橋
の
銘
板

書
道
コ
ン
ク
ー
ル

写
真
・
右
か
ら 

大
宮
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ

指
導
者
の
和
田
さ
ん
、
同
キ
ャ
プ

テ
ン
蓮
田
貴
弘
く
ん

左
か
ら 

軍
司
さ
ん
、
木
村
さ
ん

●
木
村　
利
治
さ
ん

第
27
回
茨
城
県
社
会
人
ア
マ
チ
ュ

ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
で
優
勝

●
軍
司　
悦よ

し

弘ひ
ろ

さ
ん

第
６
回
茨
城
県
ア
マ
チ
ュ
ア
オ
ー

プ
ン
ゴ
ル
フ
選
手
権
で
優
勝

●
大
宮
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ

第
11
回
茨
城
県
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選

手
権
大
会
で
優
勝
し
、
関
東
大
会

に
出
場

●
和
田　
憲
一
さ
ん

大
宮
ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ズ
を
多
年
に

わ
た
り
指
導
し
、
第
11
回
茨
城
県

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
で
優

勝
に
導
い
た

　

常
陸
大
宮
市
八
田
地
内
の
玉
川
に
架
か

る
坪
之
内
橋
は
、
常
陸
大
宮
市
発
注
の
道

路
拡
幅
工
事
に
伴
い
平
成
20
年
度
か
ら
橋

梁
の
架
け
替
え
工
事
を
進
め
、
５
月
末
日

を
も
っ
て
竣
工
し
ま
し
た
。

　

架
け
替
え
に
あ
た
っ
て
、
学
区
内
で
あ

る
大
宮
西
小
学
校
の
児
童
に
、
橋
の
橋
銘

板
に
使
用
す
る
文
字
の
作
成
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
児
童
に
書
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厳
正
な
選
考
の
結
果
、
入
選
４
人
・
佳

作
４
人
が
選
ば
れ
、
５
月
29
日
、
市
長
か

ら
表
彰
状
及
び
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
表
彰

式
後
は
、
現
地
へ
行
き
、
橋
の
渡
り
初
め

を
行
い
ま
し
た
。

　

入
選
さ
れ
た
４
人
の
作
品
は
、
新
し
い

橋
梁
の
親
柱
に
取
り
付
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

左から菊池さん、桐原さん、山﨑くん、柳井くん左から茅根くん、小室さん、川野邊さん、國松さん

敬
称
略

●
入　
選３

年　

柳や
な

井い　

天て
ん

碧び　

４
年　

山や
ま

﨑ざ
き　

　

廉れ
ん

５
年　

桐き
り
は
ら原　

千ち

夏な
つ

６
年　

菊き
く

池ち

奈な

つ

こ
津
子

●
佳　
作３

年　

小こ
む
ろ室　

朱あ
か

里り

４
年　

茅ち
の

根ね　
　

光
ひ
か
る

５
年　

川か
わ

野の

邊べ

知ち

穂ほ

６
年　

國く
に

松ま
つ　

真ま

り里
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　５月30日、辰ノ口のおおみや消防広場で約700
人が参加し、水防訓練が行われました。
　この訓練は、水防技術の向上と水防体制の強化
を図ることを目的とし、出水期の前に、久慈川沿
岸の常陸大宮市、東海村、那珂市、常陸太田市、
日立市の消防団員により毎年実施されているもの
です。
　開催地は輪番制で、当市での開催は合併後はじ
めてとなります。

訓練の種目は８種目。「土のうごしらえ」「竹
とげ」「木流し」「むしろ張り」「五徳縫い」「折り
返し」「積土のう」「月の輪工法」が行われ、水害
に備えることの重要性を再認識し訓練を終えまし
た。

次回開催地は東海村です。

　６月３日、消防本部において、常陸大宮市消防
団女性部（山﨑正子部長）の結団式が行われました。
　結団式は、来る10月22日に横浜市で開催され
る「第19回全国女性消防操法大会」への出場に
向けて行われたもので、女性消防団員21人が参
加しました。
　練習はすでに４月11日より開始されていて、　結
団式終了後も消防本部前で練習が行われました。

　本番まで残すと
ころ約３カ月。練
習は６月から週２
回 行 っ て い ま す
が、今後さらに練
習回数を増やし、
本番に備えます。

▲市長を前に決意
　表明する山﨑部長

出場者（敬称略）
監　督　山﨑　正子
助監督　安藤　洋子
　　　　堀江富貴子
選　手　三次　雅子　倉持亜紀子　菱沼　美和　清水　正江
　　　　細貝　恵子　三次　純子　岡山　　香

　

６
月
５
日
、
第
42
回
全
農
乾
椎
茸
品
評

会
が
埼
玉
県
久
喜
市
で
開
か
れ
、
中
葉
中

肉
の
部
に
お
い
て
、
桑
名
輝
美
さ
ん
が
農

林
水
産
大
臣
賞
、
桑
名
恵
子
さ
ん
が
林
野

庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
桑
名
恵
子

さ
ん
の
同
賞
受
賞
は
は
じ
め
て
と
な
り
ま

す
。

　

一
方
、
桑
名
輝
美
さ
ん
の
農
林
水
産
大

臣
賞
の
受
賞
は
、
今
回
で
７
度
目
と
な
り

ま
す
。
輝
美
さ
ん
は
平
成
５
年
か
ら
父
親

の
誠
次
さ
ん
と
椎
茸
栽
培
の
作
業
を
行
っ

て
い
て
、
誠
次
さ
ん
の
受
賞
回
数
を
合
わ

せ
る
と
親
子
で
通
算
10
度
目
の
受
賞
と
な

り
ま
す
。

　

品
評
会
に
は
全
国
か
ら
３
４
３
点
が
出

品
さ
れ
、
う
ち
茨
城
み
ど
り
農
協
か
ら
は

38
点
出
品
し
2
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
、
緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー
で
環

境
市
民
会
議
の
設
立
総
会
が
開
か
れ
、
会

長
に
市
森
林
組
合
の
平
塚
修
代
表
理
事
組

合
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
会
議
は
、
現
在
、
19
の
市
民
団
体

と
１
０
３
の
事
業
者
、
７
の
行
政
・
公
共

機
関
等
、
そ
し
て
３
人
の
個
人
が
入
会
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
環
境
問
題
解
決
の

た
め
、
ご
み
減
量
活
動
や
環
境
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
等
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
総
会
後
に
は
「
せ
ま
り
く
る
地

球
温
暖
化
、そ
の
現
状
と
未
来
」
と
題
し
、

茨
城
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
の

鈴
木
政
善
氏
に
よ
る
記
念
講
演
会
が
開
か

れ
、
会
場
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
の
市

民
が
参
加
し
、
環
境
問
題
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
。

地
球
を
守
る
た
め
今
す
ぐ
取
り
組
も
う

環
境
市
民
会
議
設
立

地
球
を
守
る
た
め
今
す
ぐ
取
り
組
も
う

環
境
市
民
会
議
設
立

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

～
親
子
で
通
算
10
回
受
賞
の
快
挙
～

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

～
親
子
で
通
算
10
回
受
賞
の
快
挙
～

▲桑名輝美さん

全国大会出場に向けて発進！ 久慈川水系連合水防訓練
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６
月
７
日
、
東
京
都
江
東
区
夢
の
島
公

園
で
、
公
園
内
熱
帯
植
物
館
が
募
集
し
た

自
然
薯
オ
ー
ナ
ー
に
よ
る
「
自
然
薯
づ
く

り
」
が
、
公
園
内
ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
花

壇
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
緒
川
自
然
薯
の
消
費
Ｐ

Ｒ
の
た
め
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

で
２
回
目
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

　

当
初
予
定
し
て
い
た
６
日
が
雨
天
だ
っ

た
た
め
７
日
に
延
期
と
な
り
ま
し
た
が
、

当
日
は
、
前
日
の
雨
が
う
そ
の
よ
う
な
よ

い
お
天
気
と
な
り
、
昨
年
の
参
加
者
を
大

幅
に
上
回
る
１
５
８
人
の
オ
ー
ナ
ー
が
参

加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
７
人
の
緒
川

自
然
薯
研
究
会
会
員
の
指
導
の
も
と
、
畝

作
り
か
ら
種
芋
の
定
植
ま
で
体
験
し
、
心

自
然
薯
を
通
し
て
交
流
会

自
然
薯
を
通
し
て
交
流
会

地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。
オ
ー
ナ
ー
の

中
に
は
昨
年
に
引
き
続
き
参
加
し
た
人
も

い
て
、
自
分
の
子
ど
も
に
種
芋
の
植
付
を

教
え
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

12
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
収
穫
祭
で

は
、
自
然
薯
と
そ
ば
の
試
食
会
を
行
い
、

自
然
薯
研
究
会
と
オ
ー
ナ
ー
の
交
流
を
深

め
ま
す
。

　

６
月
８
日
、市
役
所
会
議
室
に
お
い
て
、

「
常
陸
大
宮
市
内
障
害
者
福
祉
施
設
製
品

販
売
に
係
る
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
と
の
契
約

締
結
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
締
結
に
よ
り
、「
お
さ
だ
の
杜
」「
き

よ
ら
の
郷
」「
や
ま
び
こ
厚
生
園
」「
慈
雍

厚
生
園
」「
つ
く
し
ん
ぼ
」「
太
陽
」
の
６

事
業
所
の
製
品
が
、
ジ
ャ
ス
コ
常
陸
大
宮

店
（
鯉
渕
豊
太
郎
店
長
・
写
真
左
）
で
、

７
月
１
日

よ
り
販
売

さ
れ
る
こ

と
に
な
り

ま
し
た
。

福
祉
施
設
の
製
品
販
売
へ
向
け
て
契
約

福
祉
施
設
の
製
品
販
売
へ
向
け
て
契
約

　

６
月
22
日
、
御
前
山
小
学
校
（
栗
田
将

夫
校
長
）
で
、
御
前
山
地
域
の
施
設
、
各

事
業
所
等
が
参
加
し
、
不
審
者
対
応
の
避

難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
警
察
署
員
が
不
審
者
役
で
登

場
し
、
本
番
さ
な
が
ら
に
行
わ
れ
、
訓
練

終
了
後
は
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
海

老
沢
稔
氏
に
よ
る
講
話
や
県
警
本
部
教
養

課
員
に
よ
る
不
審
者
対
処
の
実
技
指
導
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
「
御
前
山
小
子
ど
も
の

安
全
を
守
る
連
絡
協
議
会
」
の
発
足
に
伴

い
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
参
加
者
は
、
児

童
の
安
全
を
地
域
で
守
ろ
う
と
さ
ら
に
結

束
を
固
め
た
よ
う
で
す
。

不
審
者
対
応
避
難
訓
練
実
施

不
審
者
対
応
避
難
訓
練
実
施

　農作物の被害防止対策として、５月10
日から６月８日まで有害鳥獣捕獲隊（河西
敏夫隊長）49人により、市内全域にわた
り有害鳥獣捕獲を実施しました。市では、
被害の特に多い春（５～６月）と秋（９月）
の年２回実施しています。捕獲結果は下記
のとおりです。

地域 イノシシ ハクビシン カラス カルガモ カワウ
大　宮 2 33 7
山　方 3 4 5 2
美　和 2 3 18
緒　川 5 3 2 7
御前山 16 3 1 3 3
合　計 26 6 12 66 12

有害鳥獣捕獲実施

▲販売されている製品の一部
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ふれあいの森でスズメバチを研究
茨城大学大学院　理工学研究科２年　川村　緯

い

気
き

さん

　私は４年生の時から「おがわふ
れあいの森」で調査を行っていま
す。方法は、穴をあけたペットボ
トルに餌を入れ木に吊り下げてお
きます。これは、餌に引き寄せら
れ入り込んだスズメバチが溺れて
死んでしまうトラップ（罠）です。
中身を２～３週間ごとに回収し、
餌を入れ替えます。

　一昨年、昨年と、これを６
月から11月まで継続して行
い、どの餌に誘引されるか、

「ふれあいの森」にはどのよ
うなスズメバチがいるかなど
を分析し、卒業論文にいかし

ました。それを発展させた現在の研究では、スズメバチ
に寄生している “ネジレバネ” という昆虫にも着目して
います。整備されていながらも、豊かな自然を残したふ
れあいの森は非常に調査がしやすく、清々しい気持ちで
森のなかを歩いて研究を行っています。
※市と茨城大学とは相互に連携協力し「豊かな自然と調和した安

心・快適な活力のまち」を目指して各事業に取り組んでいます。

�
生
中
継�

�
る
�
�
一
番
�
�

�
出
演

�
生
中
継�

�
る
�
�
一
番
�
�

�
出
演

いっしょにまちづくり

熊
久
保
の
�
�
�
�
�
ー
�

熊
久
保
の
�
�
�
�
�
ー
�

　

６
月
22
日
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
お
昼
の
番
組
に
、

Ｙ
Ｕ
Ｓ
山
方
漆

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
柳
下
浩
子
代

表
）
の
皆
さ
ん

と
漆
掻
き
職
人

の
方
、
そ
し
て

盛
金
に
奥
久
慈

漆
工
房
を
構
え

る
本
間
幸
夫
さ

ん
親
子
が
出
演

し
ま
し
た
。

　

番
組
の
中
で
は
、
珍
し
い
「
漆
コ
ー

ヒ
ー
」
や
、
漆
掻
き
の
様
子
な
ど
が
放
送

さ
れ
、
ふ
る
さ
と
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、

漆
を
広
め
る
活
動
を
し
て
い
る
山
方
地
域

の
方
々
が
紹

介
さ
れ
ま
し

た
。

▲▼リハーサルの様子

　

６
月
28
日
、
美
和
地
域
の
熊
久
保
で
第

１
回
熊
久
保
ア
ジ
サ
イ
ま
つ
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

上
郷
地
区
と
下
檜
沢
第
２
区
は
、
昨
年

12
月
に
、
茨
城
県
か
ら
道
路
里
親
制
度
の

認
定
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
を
機
に
上
郷

道
路
愛
護
会
を
発
足
さ
せ
、
５
～
９
月
の

第
４
日
曜
日
を
道
路
・
環
境
愛
護
デ
ー
と

し
、
全
戸
で
除
草
・
清
掃
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
ア
ジ
サ
イ
祭
り
は
、
平
成
３
年

に
植
栽
し
て
以
来
手
入
れ
を
続
け
て
き
た

ア
ジ
サ
イ
を
、
皆
さ
ん
に
み
て
い
た
だ
こ

う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
参
加
者
は

約
１
５
０
人
。
当
日
は
三
次
市
長
も
出
席

し
、
き
れ
い
に
色
づ
い
た
ア
ジ
サ
イ
に
囲

ま
れ
る
な
か
、
美
和
和
太
鼓
の
演
奏
や
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
が
催
さ
れ
、
地
域
住
民
は
楽

し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し

た
。

調査日
運　転　席 助　手　席 合　　計

台　数 着用数 着用率
（％） 台　数 着用数 着用率

（％） 台　数 着用数 着用率
（％）

４月1 ０日 189 185 97.9 25 23 92.0 214 208 97.2
５月　1日 157 150 95.5 27 23 85.2 184 173 94.0
６月　1日 191 187 97.9 27 24 88.9 218 211 96.8

◎４～６月調査分
　常陸大宮市ネットワーカー協議会ヤッホーふれあいの会（木村勉会長）
は、毎月シートベルト着用調査を山方宿駅前で実施しています。

車に乗ったら　忘れずに


